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平素は全管連青年部協議会

の活動に対し、ご支援、ご協

力を賜り改めて御礼申し上げ

ます。

昨年は、新たに横浜市管工

事協同組合青年部、岩手県管

工事業協同組合連合会青年部

連絡協議会に加入して頂き、本協議会は 28 都道府県

34 団体となりました。これによりさらに本協議会の会員

間の繋がりがより強固になり、スケールメリットを活かし

て活動を行ってきました。

8 月に開催した福島総会は来賓・賛助会員・会員を含

め、約 400 名の多くの参加を頂きました。地元青年部

や親組合の多大な協力を頂き、成功裏に終えることがで

きました。改めて青年部の情熱を感じることができました

ことに対して御礼申し上げます。

さて、最近の情勢として、2020年の東京オリンピック・

パラリンピックの開催に向け、建設業者の受注環境は上

向き傾向にありますが、一方人材不足等の新たな経営課

題に直面しています。その中で、私達は若者に選ばれる

産業の必要性を自覚し、産業間の人材獲得競争が既に

始まっていると認識し、将来へ向けた取り組みとして「担

い手育成事業」を行っています。その一環として昨年に

引き続き「親会委託事業」でリクルート向けの魅力ある

管工事業界を紹介する動画作成に取り組んでおります。

これを一つの手段として各組合の事業活動に役立てて頂

ければ幸いです。

最後になりますが、全国の会員の皆様の大いなるご活

躍をお祈り申し上げるとともに、親組合ならびに関係各

位にはこれまで以上のご支援・ご協力を切にお願いし年

頭のご挨拶とさせていただきます。

　全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

会長　秋山　雅仁

　昨年の会員交流事業では、長崎市の皆様には大変お世話になりました。大浦天主堂をバックに、揃いのネクタイ･
ピンバッチを着けての記念写真は、本当に良い思い出となりました。
　今年は『平成』の元号も変わり、全管連会館も落成予定です。全管連青年部も、新たな第一歩を踏み出す年とな
りそうですね。今年の総会は北海道。新しい年にふさわしい華やかな総会となるよう、皆で盛り上げていきましょう！

河野総務副部会長（東京）記後

集編

昨年の福島総会で大変好評でした全管連青年部協議会の公式ピンバッチとネクタイを販売いたします。価格はピンバッ
チ（写真左）が１個￥1,000（税込）、ネクタイ（写真右）が１本￥4,700（税込）です。次回以降の販売については
未定ですので、この機会にぜひお買い求め下さい。なお、本案内は全管連青年部に加入している会員のみが対象となり
ます。予めご了承下さい。

 ピンバッチ￥1,000-（税込） ネクタイ￥4,700-（税込）

申し込み期間は 2019 年 2 月 28日まで。4月頃の発送となります（送料着払い）。後日地元組合に送付する申し込み
用紙に必要事項をご記入の上、回答を取りまとめて頂きますようお願い致します。

全管連青年部協議会公式ピンバッチ・ネクタイ

販売のお知らせ

2019年　年頭のご挨拶

「若者に選ばれる業界を目指して」

秋山会長

福島総会
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平成30年10月13日（土）

全管連青年部協議会の第

115回理事会及び会員交流会

を、長崎市管工業協同組合 3

階大会議室で開催しました。

理事 25名、監事 1名、オ

ブザーバー及び事務局11名

を含む、計 37名の参加がありました。

仲儀総務部会長の司会進行により、初めに開催地を代

表して、長崎市管工業協同組合の岩永理事長から歓迎の

長崎市青年部の協力で第115回理事会・

会員交流事業を開催！

岩永理事長挨拶

挨拶があり、続いて全管連青年部協議会の秋山会長より

挨拶がありました。

最初に、当青年部から長崎市の伝統行事・観光名所・

2つの世界遺産（明治日本の産業革命遺産・長崎と天

草地方の潜伏キリシタン関連遺産）を紹介し、その後、

当青年部の活動報告や長崎市管工業協同組合が取組む

穿孔事業、道路復旧工事、水道メーター検定取替業務、

水道メーター取付・取替等業務、水道メーター器改造

修理、水道料金等収納業務、水道メーター検針業務を

説明し、事業運営が順調である事をアピールさせていた

だきました。

昼食（長崎名物の一つである吉宗の茶碗蒸しセット）

を挟み、午後から理事会を開催致しました。成瀬副会長

が議長に選任され、福島総会の事業報告や北海道総会

の事業計画、広報誌「アヒルのたまご」の報告、担い手

育成事業などの協議・報告が行われ、各部会において全

議案可決承認されました。

その後、総務部会と事業部会で各事業内容について協

議した後、各委員会に分かれて、今後の事業計画や課題

なども話し合いを行いました。

理事会終了後には、場所を移して世界遺産に登録され

た「大浦天主堂」にて記念撮影を行い、思い出の一つと

なりました。

夜は、新地中華街に場所を移し懇親会を開催致しまし

た。扇副会長の乾杯の音頭で開宴し、業界内外における

意見交換など会員相互の親交を深めながら、終始和やか

な雰囲気で進行し、皆さん “長崎のうまかもん” を堪能

していただきました。懇親会の最後は、小金丸副会長の

1本締めで盛会のうちに終了しました。その後は、長崎

市の繁華街に繰り出し、「思案橋」や「長崎ちゃんぽん」

など、夜遅くまで長崎の街を楽しまれました。

次の日は、各自で平和公園、諏訪神社、出島、稲佐

山など長崎の観光地巡りを、時間の許す限り観光された

ようです。まだまだ長崎には観光名所が沢山ありますので、

是非また来崎下さい。

最後に、今回長崎で開催出来た事、皆様が遠い長崎

まで足を運んで下さった事に感謝申し上げます。また、

今後とも微力ではありますが、全管連青年部協議会の運

営に貢献できるよう努めて参りますとともに、長崎市管工

業協同組合青年部の活動にご支援、ご協力賜りますよう

お願い申し上げます。

全管連青年部理事・長崎市管工業協同組合青年部

　部長　岩永貴之

　大浦天主堂で

理事会で議事審議 理事会後の総務・事業部会会議
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